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東北地方整備局においては、復興道路の早

期開通を図るべく「事業促進PPP」という新た

な仕組みを取り入れ、これまで事業の促進のう

えで、目を見張るような成果を上げてきましたが、

それでも、平成27年度末の開通率は50％に満

たないという現状にあり、なお一層事業の促進

が求められております。当協会においては早期

復興に貢献するということを使命としており、全

力を挙げ、継続的に支援を行わなければならな

いものと考えております。協会の組織人員は

130名と一時に比べ１／８程度になりましたが、

精鋭部隊のなお一層の活躍に期待するところで

あります。

一方、わが国は人口減少社会を迎え、国の活

力が衰えていく趨勢にあります。これを食い止め

活力のある社会を取り戻すためには、残念なが

ら、世界で28番目と言われる、一人あたりの生

産性を飛躍的にあげて、経済的な活力を維持・

向上していくことが求められております。国土交

通省においても、建設事業の生産性を5割向上

させ、建設の分野で世界のトップランナーを目

指すこととして、i-constructionと呼ぶ新しい施

策を打ち出したところであります。当協会として

も、ICTの活用による情報化施工やメンテナンス

技術、3次元CADの活用等コンピュターリテラ

シーの向上にも、取り組んで行かなければなら

ないものと思っております。また、老朽化するイ

ンフラのメンテナンスや増大するインフラストック

と多様化する管理のニーズに対応した公物管理

のあり方についても研究を進め、新しい事業展

開につなげて行く必要があります。

先ほど申し上げました人口減少問題は、東北

地方において顕著な傾向にあります。日本創生

会議が“このままでは地方が消滅する”と警鐘

を鳴らしましたが、東北地方が、この先、衰退す

ることを座して待つわけには行きません。当協会

が行っている公益事業は、もともと、地域の活性

化に寄与することを目的の一つとしている訳です

から、昨年設立された「みちのく創生支援機構」

と連携して、地方創生のために何ができるかを

考えて行きたいと思います。もとより大きな力を

持っている訳ではありません。小さな力が触媒

として働き、大きな力に結実していくことを期待し

たいと思います。

以上申し上げましたように、震災からの復興、

人口減少問題、地域の再生、建設事業の生産

性向上、インフラの老朽化対策、公物管理のあ

り方等難しい諸課題に対応しつつ、新しい協会

像を作り上げて行かなければなりません。今年

の干支、丙申には、これまでの努力、頑張りが形

になっていく、つまり成果として表れるという意味

があるそうで、何か暗示的なものを感じます。

最後に、以前この場でお話申し上げた“疾風

に勁草を知る”を、もう一度噛みしめながら、平

成28年という新しい年が、皆さんにとって希望に

満ちた年になることを願って年頭の挨拶とします。

仙台西道路
座談会シリーズ①

【座談会メンバー】

語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～

－仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

　会員の方々が携わったプロジェクト

の地を再訪し、当時の思い出や今だか

ら話せるエピソード、ストック効果への

期待などについての座談会シリーズ。

　第1回目は仙台西道路（以下：西道

路という）について、吉越治雄さん、野

村和正さん、柏原荘助さんに参加して

いただきました。西道路の現況を視察

後、約2時間にわたって貴重なお話を

聞かせていただきました。

柏 原 荘 助 さん
　昭和8年生まれ、昭和27年入省、西道路への主
な関わりは、道路計画第一課補佐、仙台建設専門官、
道路工事課長として。

野 村 和 正 さん
　昭和13年生まれ、昭和37年入省、西道路への
主な関わりは、仙台調査課長、道路計画第一課補佐、
仙台事務所長、道路部長として。

吉 越 治 雄 さん
　昭和10年生まれ、昭和32年入省、西道路への
主な関わりは、道路計画課長、仙台事務所長、企画
部長、局長として。現在は当協会の顧問。

川内受電所から仙台市街を望む（H28.1.7撮影）
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　事の発端は当時の神谷洋局長（S45.1.10～

S47.12.16）。仙台宮城ICから市内へのルートを

考えたい。現道、直線的なルート、広瀬川右岸沿

いの3ルートについて比較するよう指示を受けた

のが当時道路計画課長だった吉越さん。厳格と

思われていた河川管理者（宮城県）に当時として

は画期的で斬新な発想だった広瀬川右岸沿い

ルートを相談したところ、あっさり了解してくれたこ

とにびっくりし、大変うれしかったと振り返る。

　その後のルート検討は仙台工事事務所が行う

ことになりました。S45に調査課長として赴任して

来た野村さんは、1/3,000のおぼろげな都市計画

図をベースに現地調査し、関係部局との調整を経

ながら、部下2人と昼夜ぶっとうしの手作業で、可

能性のある11ルートの比較検討を行い、5ルート

まで絞り込んだといいます。

　検討結果は部長・局長等の了解を得た後、三度

にわたる本省ヒアリングを経て、最終的には

S46.12.21にほぼ現在のルートが承認されました。

　局長からの指示で、長大トンネル案とし上下線

を横につなぐ避難路と、斜坑による地上脱出路を

整備することなどが、計画設計のベースとなりま

した。しかし、後に地上脱出路はその効用性と安

全性の問題から取りやめたと聞いていますと柏原

さん。

渋滞解消と
新たな交通体系整備

座談会シリーズ① ● 語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～ 仙台西道路 －仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

当時の国道48号は、2車線に約23,000台／

日の交通量があり、混雑度も1.3と非常に高い状

況にありました。開発著しい仙台西部地域からの

交通需要の増大とそれに伴う国道48号の渋滞解

消、また仙台宮城ICから仙台市中心部を直結す

る自動車専用道路、高速交通時代にふさわしい新

たな都市交通体系の整備として、西道路が本格的

に動き出しました。

最初の反対運動は仙台市の都市計画に対する

もので、東北大学生グループが主導でした。反対

の動機は、幅40mの道路が学生寮や大学構内に

も近く、静閑な川内地区がほぼ全滅になるというも

のです。そこに地元も加わって反対運動が拡大し

たところに、新たに西道路の整備計画が動きだし

たことから反対運動の矛先が建設省(現国交省)

に向けられました。しかし、地元の反対が条件闘

争に発展したことから、学生グループは次第に孤

立し自然消滅しました。

　S48.9立町地区など連合町内会反対住民3,829

名の署名による西道路反対の請願書が県・市議

会に提出されましたが、県と市は国の事業だとして

冷ややかで、特に市の公害部は冷たかったなーと

柏原さん。　

何回も行った住民説明会や事務所長自ら参加

した同盟会とのテレビ討論会等、積極的に説明

責任を果たしたことで一定の効果が上がったこと

は、当時の都市内トンネル事業としてあまり例の

ない住民対応モデルであり、現在のPI（Public 

Involvement）モデルの走りだと野村さん。

このような経緯を経ながらも、S50.2.6に着工

式を迎えることが出来ました。

ところが、工事開始後も一部住民等の反対運

動は続きました。県は熱心に国を応援してくれま

したが市の職員は協力的ではありません

でした。

しかし、最後は藤井黎企画局次長（後

の仙台市長）が取りまとめてくれました。

最後の最後まで反対していたのが市中心

部商店街の皆さんでした。これに対し、

「これまでの話はよくわかりましたけれど

も、ところで皆様方はご商売をなさってい

るんですよね」と、当時の富士野昭典局

長（S53.10.1～S54. 10.11）の起死回

生の一言が極めて効いたと吉越さん。み

んな商店主だから、大量に流れ込んでく

積極的な説明責任と住民対応
［PIモデルの走り］

〈座談会の様子〉
地図を見ながら、西道路誕生の経緯を語っていただきました。

〈現況視察〉
座談会に先立ち、後村仙台西国道維持出張所長から説明を受ける3名。
左から柏原さん、野村さん、吉越さん、後村出張所長。
（青葉山トンネル愛子側坑口付近） 〈何回も行われた住民説明会の様子〉

昭和60年9月発行「仙台西道路写真集」より。
（昭和55年3月18日実施）

〈川内トンネル青葉山側ブロック完成後、中間ブロック付近の開削状況〉
立町側から青葉山方面を望む。左のビルが川内公務員宿舎。
（昭和50～52年 川内トンネル第1工事／鹿島建設）

◎仙台西道路位置図
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　事の発端は当時の神谷洋局長（S45.1.10～

S47.12.16）。仙台宮城ICから市内へのルートを

考えたい。現道、直線的なルート、広瀬川右岸沿

いの3ルートについて比較するよう指示を受けた

のが当時道路計画課長だった吉越さん。厳格と

思われていた河川管理者（宮城県）に当時として

は画期的で斬新な発想だった広瀬川右岸沿い

ルートを相談したところ、あっさり了解してくれたこ

とにびっくりし、大変うれしかったと振り返る。

その後のルート検討は仙台工事事務所が行う

ことになりました。S45に調査課長として赴任して

来た野村さんは、1/3,000のおぼろげな都市計画

図をベースに現地調査し、関係部局との調整を経

ながら、部下2人と昼夜ぶっとうしの手作業で、可

能性のある11ルートの比較検討を行い、5ルート

まで絞り込んだといいます。

検討結果は部長・局長等の了解を得た後、三度

にわたる本省ヒアリングを経て、最終的には

S46.12.21にほぼ現在のルートが承認されました。

局長からの指示で、長大トンネル案とし上下線

を横につなぐ避難路と、斜坑による地上脱出路を

整備することなどが、計画設計のベースとなりま

した。しかし、後に地上脱出路はその効用性と安

全性の問題から取りやめたと聞いていますと柏原

さん。

渋滞解消と
新たな交通体系整備

座談会シリーズ① ● 語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～ 仙台西道路 －仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

　当時の国道48号は、2車線に約23,000台／

日の交通量があり、混雑度も1.3と非常に高い状

況にありました。開発著しい仙台西部地域からの

交通需要の増大とそれに伴う国道48号の渋滞解

消、また仙台宮城ICから仙台市中心部を直結す

る自動車専用道路、高速交通時代にふさわしい新

たな都市交通体系の整備として、西道路が本格的

に動き出しました。

　最初の反対運動は仙台市の都市計画に対する

もので、東北大学生グループが主導でした。反対

の動機は、幅40mの道路が学生寮や大学構内に

も近く、静閑な川内地区がほぼ全滅になるというも

のです。そこに地元も加わって反対運動が拡大し

たところに、新たに西道路の整備計画が動きだし

たことから反対運動の矛先が建設省(現国交省)

に向けられました。しかし、地元の反対が条件闘

争に発展したことから、学生グループは次第に孤

立し自然消滅しました。

　S48.9立町地区など連合町内会反対住民3,829

名の署名による西道路反対の請願書が県・市議

会に提出されましたが、県と市は国の事業だとして

冷ややかで、特に市の公害部は冷たかったなーと

柏原さん。　

　何回も行った住民説明会や事務所長自ら参加

した同盟会とのテレビ討論会等、積極的に説明

責任を果たしたことで一定の効果が上がったこと

は、当時の都市内トンネル事業としてあまり例の

ない住民対応モデルであり、現在のPI（Public 

Involvement）モデルの走りだと野村さん。

　このような経緯を経ながらも、S50.2.6に着工

式を迎えることが出来ました。

　ところが、工事開始後も一部住民等の反対運

動は続きました。県は熱心に国を応援してくれま

したが市の職員は協力的ではありません

でした。

　しかし、最後は藤井黎企画局次長（後

の仙台市長）が取りまとめてくれました。

最後の最後まで反対していたのが市中心

部商店街の皆さんでした。これに対し、

「これまでの話はよくわかりましたけれど

も、ところで皆様方はご商売をなさってい

るんですよね」と、当時の富士野昭典局

長（S53.10.1～S54. 10.11）の起死回

生の一言が極めて効いたと吉越さん。み

んな商店主だから、大量に流れ込んでく

積極的な説明責任と住民対応
［PIモデルの走り］

〈座談会の様子〉
地図を見ながら、西道路誕生の経緯を語っていただきました。

〈現況視察〉
座談会に先立ち、後村仙台西国道維持出張所長から説明を受ける3名。
左から柏原さん、野村さん、吉越さん、後村出張所長。
（青葉山トンネル愛子側坑口付近） 〈何回も行われた住民説明会の様子〉

昭和60年9月発行「仙台西道路写真集」より。
（昭和55年3月18日実施）

〈川内トンネル青葉山側ブロック完成後、中間ブロック付近の開削状況〉
立町側から青葉山方面を望む。左のビルが川内公務員宿舎。
（昭和50～52年 川内トンネル第1工事／鹿島建設）

◎仙台西道路位置図
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るお客さんを逃すのはもったいないと、内面的に理

解いただくことが出来たためという。

　工事は反対運動と平行しながら、可能なところ

から進められました。

　柏原さんが仙台工事事務所建設専門官当時、

トンネルの設備計画を任され、中でも換気計画で

大変ご苦労をされたそうです。

　環境対策上、トンネル坑口からは排ガスを外に

出さないことが住民との約束で、横流式では不経

済、半横流式では構造上不可能であることから、

縦流式になりました。立坑は中間に近い位置ほど

排気効率が良いわけですが、地形上立坑が長くな

ると不経済であることから、位置と排風機の容量

等を加味して三分の一程度の位置に立てることに

しました。しかし、短い側に吸引が片寄ることから

バランスを図るために、一般的にはジェットファン

の逆噴射となりますが、当時土木研究所のトンネ

ル研究室長の指導を受け、ジェットファンに変わる

空気抵抗板（俗称「邪魔板」）を設置しました。

たぶん全国初の試みだったと思いますし、経済的

で画期的な工夫の一つでした。

　ちなみに当時は下り線も立坑で排気する計画で

したが、土研の研究が進んで来たことと、下り線

は交通風により西側に排気されることから、ジェッ

トファンによる縦流式に変更されました。

　そのため、当初の計画で用地を先行取得した関

係上、換気所の面積の一部が不要となり、その用

地を「福利厚生施設としてテニスコートでも作りま

すか」と冗談を言ったら、こっぴどく怒られたと柏

原さんが当時を振り返ります。

　青葉山トンネル川内側の約450mは、被りが4

～13mと薄いうえ家屋密集地域であり、また不安

定な段丘堆積物層を貫通することから、道路トン

ネルでは当時全国でも施工事例が少なかったパイ

プルーフ工法が採用されたため、大変注目を浴び

多くの見学者が来たそうです。

　このような経緯を経ながら、西道路はS58.5.14

上り線側の供用が開始されました。また、この事

業が全建賞に選定され、受賞の当日、登壇一番目

で山内一郎全建会長（S38建設事務次官、S40

参議院全国区、受賞当時は福井選挙区）から野

村所長が受賞されました。

　その後、S59.12.20立町トンネルの供用が開始

され、S62.11.30に待望の4車線の完成供用とな

りました。

　現状に関しては、仙台河川国道事務所〈事務

所長：宮田忠明氏（H27.4.1～）〉の関係各課、

及び仙台西国道維持出張所からの情報を基に取

りまとめました。

　それによりますと、現在の交通量は約579百台

／日と非常に多いことから、道路巡回を一日6回

行っているものの苦情件数も大変多いそうです。

また西道路の約65%が橋梁とトンネルで構成され

ており、H25.12.12青葉山トンネル下り線コンク

リート片落下事故の発生は、経年変化と予想以上

長大トンネルと
環境対策

座談会シリーズ① ● 語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～

に増加した交通量とが相まった老朽化進行の顕

著な現れでした。

最近の定期点検結果によると、青葉山トンネル

上下線とも緊急措置段階に当たるA区分であり、

また仲ノ瀬橋・郷六橋上下線とも速やかに補修

等を行う必要があるC区分となっております。西

道路の年平均修繕費（H17～H26）は約3億円

（5,500万円／㎞）であり、事務所管内平均（500

万円／㎞）の約10倍にあたります。今後これら点

検ランクの高い構造物の修繕が加わると、修繕費

用は大幅に増加することが明白です。また維持費

は1億9,000万円（3,400万円／㎞）であり、事

務所管内平均（300万円／㎞）と比較しても約10

倍にあたります。

安全で安心して通行できる高いサービス水準の

維持・提供が、予算の確保と共に、今後の大きな

課題となります。

西道路が供用されてから約30年経過しました

が、この道路に最も関わりが強いと思われる愛子

地区の土地開発事業等開発許可と人口の推移

（図①）を見ると、S50年代は許可件数が2件し

かなかったものが、西道路暫定供用後のS60頃

からH10にかけて急激に増えています。その後は

維持管理上の
問題・課題

仙台西道路 －仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

仙台西道路がもたらした
効果と今後への期待

図①／土地開発と人口（旧宮城町）
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〈空気抵抗板（通称「邪魔板」）〉
現在は自動車が改良され、環境が改善されてきたことにより撤去済み。
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るお客さんを逃すのはもったいないと、内面的に理

解いただくことが出来たためという。

工事は反対運動と平行しながら、可能なところ

から進められました。
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等を行う必要があるC区分となっております。西
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（5,500万円／㎞）であり、事務所管内平均（500

万円／㎞）の約10倍にあたります。今後これら点

検ランクの高い構造物の修繕が加わると、修繕費

用は大幅に増加することが明白です。また維持費

は1億9,000万円（3,400万円／㎞）であり、事

務所管内平均（300万円／㎞）と比較しても約10

倍にあたります。

　安全で安心して通行できる高いサービス水準の

維持・提供が、予算の確保と共に、今後の大きな

課題となります。

　西道路が供用されてから約30年経過しました

が、この道路に最も関わりが強いと思われる愛子

地区の土地開発事業等開発許可と人口の推移

（図①）を見ると、S50年代は許可件数が2件し

かなかったものが、西道路暫定供用後のS60頃

からH10にかけて急激に増えています。その後は

維持管理上の
問題・課題

仙台西道路 －仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

仙台西道路がもたらした
効果と今後への期待

図①／土地開発と人口（旧宮城町）
土地開発の推移 開発許可件数累計

男 女 世帯数

開発許可面積累計

0 0

5

10

15

20

25

30
（件）（百万m2）

S50 S55 S60 S62 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26

2

4

6

8

10

12

14

人口及び世帯数の推移

0 0

5

10

15

20

25

30
（千世帯）（千人）

S50 S55 S60 S62 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26

10

30

20

40

50

60

70

80

S58
暫
定
供
用

S62
完
成
供
用

〈空気抵抗板（通称「邪魔板」）〉
現在は自動車が改良され、環境が改善されてきたことにより撤去済み。

A3/CMYK



0906

文／髙橋重道（仙台支所長）
　写真提供・取材協力／仙台河川国道事務所

みちのくコンサルタント㈱

ほぼ定着し、以降ほとんど増えていないそうです

（仙台市より）が、世帯数や人口は今でも増え続

けていることがわかります。

　また、高速バスに着目し、現在の発終地点がほ

ぼ出そろったH11頃と現在の状況とを比較（図②）

して見ると、各便とも大きく増便されて、特に仙台

山形便では2.5倍になっています。

　山形交通仙台営業所長の話によると、「仙台南

ICで降りて長町経由、または仙台宮城ICで降り

て八幡町経由では、西道路経由に比べて約30分

以上は多く時間が必要と感じており、利便性が増

せば利用客が増え、そのことがバスの増便につな

がるといったスパイラル効果が現れ、それに西道

路の完成が大きく寄与している」と語っていました。

　本来の事業目的であった現国道48号の渋滞緩

和につては、西道路が交通分担したこと、また現

国道48号の4車線化等により混雑度が低下（図

③）し、渋滞緩和に寄与することができました。

　このようなことから、多くの交通を分担し、広域

的な地域・経済までへも大きなストック効果の波

及をもたらしてきた西道路は仙台都市圏「陸の

ゲートウェイ」として、当初計画を遙かに超えた役

　

割を果たしています。また、今後もそうであり続け

ることと確信しております。

　当時の市民との約束であった、「騒音・振動・排

ガス等に関する環境維持上の観点から大型貨物

車を西道路に入れない」ことを守ってほしいし、今

後他の道路と繋ぐことがあっても、そのことは絶対

に守ってもらいたい。また、仙台と山形を結ぶ路

線の強化策として、関山地区や山寺地区の整備

要望等もあるようだが、整備による西道路への交

通集中に対し、西道路の容量拡大はトンネルとい

う構造上不可能であることを前提に、色々な判断

をしていただきたいと吉越さん。

座談会シリーズ① ● 語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～

図②／仙台発着の主な高速バスの
　　　1日当り便数

図③／仙台西道路の交通量と混雑度の推移

交通体系調査を行い、将来に向けた全体の交

通体系を着実に考えて行く必要がある。また大

型貨物車のことでいうと、物流の発終点に着目し

ていく必要がある。S49センサスベースでの西道

路の将来交通量は、S60で26,000台／日、S65

で38,000台／日（柏原さん持参資料より）と予

測されていましたが、道路交通センサスは5年に

一回行ってきており、将来計画も5年に一度は変

わっていくもので、現在57,900台／日の交通量

についても、計画を随時見直しをしていれば当た

り前のこと。昔は大きく伸びた時もあったが最近

は安定的に伸びていることから、今こそ将来に向

けて計画の見直しをやってほしい。それにしても、

供用後数年で4車線道路がすでにパンクすること

は珍しいことであり、類例を探してみると面白いの

ではないかと野村さん。

西道路は、まさに昭和49年のオイルショックを

受け、事業費が大変厳しい時期の事業であったこ

とから有料化の検討もあったようですが、利用者

の受益を考慮して現在の姿になったようです。もし

検討内容のまま実施されていたら、現国道48号の

交通混雑解消も長引いたことでしょうと柏原さん。

　夜に高速バスがトンネルを抜けると、都会のど

真ん中に出るわけですから、目の前にネオン街が

パアッと開け、バスの中から歓声が上がります。こ

れも西道路の大きな効果なんでしょうね、と進行

を務められた金内専務理事のまとめの言葉で座談

会が閉められました。

何年たっても変わらない、当時関わった皆様の

熱意と生き生きとした表情に、西道路の大きな役割

とこれからの更なる期待、そして生みの親としての

優しい思いやりを感じることが出来た一日でした。

仙台西道路 －仙台都市圏「陸のゲートウェイ」新たな都市交通体系の始まり－

〈市街化が進む愛子地区〉
仙台宮城IC付近からドローンで愛子方面を望む。
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ほぼ定着し、以降ほとんど増えていないそうです

（仙台市より）が、世帯数や人口は今でも増え続

けていることがわかります。

また、高速バスに着目し、現在の発終地点がほ

ぼ出そろったH11頃と現在の状況とを比較（図②）

して見ると、各便とも大きく増便されて、特に仙台

山形便では2.5倍になっています。

山形交通仙台営業所長の話によると、「仙台南

ICで降りて長町経由、または仙台宮城ICで降り

て八幡町経由では、西道路経由に比べて約30分

以上は多く時間が必要と感じており、利便性が増

せば利用客が増え、そのことがバスの増便につな

がるといったスパイラル効果が現れ、それに西道

路の完成が大きく寄与している」と語っていました。

本来の事業目的であった現国道48号の渋滞緩

和につては、西道路が交通分担したこと、また現

国道48号の4車線化等により混雑度が低下（図

③）し、渋滞緩和に寄与することができました。

このようなことから、多くの交通を分担し、広域

的な地域・経済までへも大きなストック効果の波

及をもたらしてきた西道路は仙台都市圏「陸の

ゲートウェイ」として、当初計画を遙かに超えた役

割を果たしています。また、今後もそうであり続け

ることと確信しております。

当時の市民との約束であった、「騒音・振動・排

ガス等に関する環境維持上の観点から大型貨物

車を西道路に入れない」ことを守ってほしいし、今

後他の道路と繋ぐことがあっても、そのことは絶対

に守ってもらいたい。また、仙台と山形を結ぶ路

線の強化策として、関山地区や山寺地区の整備

要望等もあるようだが、整備による西道路への交

通集中に対し、西道路の容量拡大はトンネルとい

う構造上不可能であることを前提に、色々な判断

をしていただきたいと吉越さん。

座談会シリーズ① ● 語り継ぐ「東北の国づくり」～当時の思い出とストック効果への期待～

図②／仙台発着の主な高速バスの
　　　1日当り便数

図③／仙台西道路の交通量と混雑度の推移

　交通体系調査を行い、将来に向けた全体の交

通体系を着実に考えて行く必要がある。また大

型貨物車のことでいうと、物流の発終点に着目し

ていく必要がある。S49センサスベースでの西道

路の将来交通量は、S60で26,000台／日、S65

で38,000台／日（柏原さん持参資料より）と予

測されていましたが、道路交通センサスは5年に

一回行ってきており、将来計画も5年に一度は変

わっていくもので、現在57,900台／日の交通量

についても、計画を随時見直しをしていれば当た

り前のこと。昔は大きく伸びた時もあったが最近

は安定的に伸びていることから、今こそ将来に向

けて計画の見直しをやってほしい。それにしても、

供用後数年で4車線道路がすでにパンクすること

は珍しいことであり、類例を探してみると面白いの

ではないかと野村さん。

　西道路は、まさに昭和49年のオイルショックを

受け、事業費が大変厳しい時期の事業であったこ

とから有料化の検討もあったようですが、利用者

の受益を考慮して現在の姿になったようです。もし

検討内容のまま実施されていたら、現国道48号の

交通混雑解消も長引いたことでしょうと柏原さん。

　夜に高速バスがトンネルを抜けると、都会のど

真ん中に出るわけですから、目の前にネオン街が

パアッと開け、バスの中から歓声が上がります。こ

れも西道路の大きな効果なんでしょうね、と進行

を務められた金内専務理事のまとめの言葉で座談

会が閉められました。

　何年たっても変わらない、当時関わった皆様の

熱意と生き生きとした表情に、西道路の大きな役割

とこれからの更なる期待、そして生みの親としての

優しい思いやりを感じることが出来た一日でした。
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仙台宮城IC付近からドローンで愛子方面を望む。
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現道交通量

西道路交通量

現道混雑度

西道路混雑度

H11センサス H17センサス H22センサス

仙台

青森

盛岡4便
4便

14便
30便

上段：平成11年
下段：平成27年

6便
28便

※平成11年より新規開業

7便
20便

32便
80便 福島山形

秋田

22,300

11,600
0.69

1.34

1.05

1.01

1.26 1.25

0.98 1.05

12,623 12,200 11,410
12,966 13,690 14,560

0

20,000

1.78

0.92

1.17

1.55

1.24

1.71

2.23

32,985

37,900

48,253
47,157

55,067

57,865

暫定2車供用
S58.5月

完成4車供用
S62.11月
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